
地域人文化学研究所  令和５年度  総会議事録  
 

１ 日  時  令和５年６月１０日 

        開会 午前１１時００分 

        閉会 午後１２時００分 

 

２ 場  所  豊田市足助町本町１５番地 

        寿ゞ家新館２階座敷 

 

３ 出席者数  １１名（内、議長への委任者４名） 

 

４ 審議事項 

 (1)第１号議案 令和４年度事業報告について 

 (2)第２号議案 令和４年度収支報告について 

 (3)第３号議案 令和５年度事業案（予算案を含む）について 

 (4)第４号議案 令和５年度役員案について 

(5)第５号議案 その他団体運営について 

５ 議事の経過の概要及び議決の結果 

 (1)開会 

定刻に至り、代表理事 天野博之が開会の辞を述べ、今年度は研究所の設立

１０周年となること、これまでの活動を支えてくださった方々への感謝の意

を表し、これからの活動の発展的継続へ向けて会員の協力を依頼した。 

表決委任者を含め、運営会員の過半数の出席者数を得られたので総会が成

立した旨を確認した。 

定款により、代表理事が議長を務めることを宣言し、議事を進行した。ま

た、今回の議事録書名は省略する旨を確認した。  

 (2)議案の審議及び結果 

 ア 第１号議案 令和４年度事業報告について 

代表理事は、予め配布した資料１「事業報告（案）」に基づき、令和３年

度に実施した事業の説明を行った。 

イ 第２号議案 令和４年度決算報告について 

続けて代表理事は、予め配布した資料２「収支決算書（案）」に基づき、

令和３年度の収支決算について説明した。また、当日示した「会計監査報告

書」について、監査結果が正確かつ適正であることを確認した。  

第１号議案と第２号議案について、議長が質疑を求めたが発言はなかった。

議長が議場に第１号議案と第２号議案について承認を求めたところ、全会一



致で原案どおり承認された。 

 ウ 第３号議案 令和５年度事業案について 

代表理事は、予め配布した資料３「主要事業（案）」及び資料４「収支予

算書(案)」に基づき、事業計画及び予算案について説明した。 

第３号議案について、議長が議場に質疑を求めたところ、特に意見はなか

った。 

議長が議場に第３号議案について承認を求めたところ、全会一致で原案ど

おり承認された。 

エ 第４号議案 令和５年度役員案について 

代表理事は、予め配布した資料５「役員（案）」に基づき、令和４年度の

役員体制について説明した。 

   議長が議場に承認を求めたところ、全会一致で原案どおり承認可決され

た。 

 オ 第５号議案 その他団体運営等について 

   今後の団体運営等について意見交換し、団体設立１０周年に向けた事業

展開や、活動等の次世代への引継ぎ、運営資金の調達などについて意見交

換した。 

  ・「とよた世間遺産」については、三河里旅等と連携してツアーに組み込ん

でもらうなど、継続的に発信できる使い方をしてはどうか。 

  ・コロナも落ち着いたが、足助の町並みに人が来ていない。紙屋鈴木家の

母屋が８月４日から期間限定だが公開となる。足助に立ち寄るきっかけに

なることを期待している。綾渡の世念仏が世界遺産の認定を受けた。足助

全体で人の動きがあるように、足を運んでもらえるきっかけになるとよい。 

  ・Webでの「2023年6月版「愛知で人気の城・城跡ランキング」」で、真弓

山城が2位、市場城が3位だった。こうしたことでも人が来るきっかけにな

るといい。 

  ・重要文化財の紙屋鈴木家とは違って、寿ゞ家には自由度がある。どんど

ん活用されることを期待している。紙屋は活用を考えすぎて例えば熱中症

要望に配慮してエアコンを入れるなど、文化財として本来はあるべきでは

ない設備や機能を付け加えられてしまっている。江戸時代の本来あるべき

姿で活用してもらうことが大切。寿ゞ家では現代の快適さがないからこそ、

風の心地よさや薄明りなど得られるものがある。 

  ・寿ゞ家はまさに催事などの「場」としての機能がある。ケータリングの

パッケージ化などをしてはどうか。今は宴会の場としても、料理などは持

ち寄りとなっているが、料理などを提供してくれる店と提携して、元料亭

の場と料理の提供の「宴会セット」のような「セット」を提供できるよう



になると、活用の幅が広がる。飲食だけでなく、宿泊やいろいろな業種と

のコラボがあるとよい。 

  ・現役のころ、高校生の体験学習の場を探すのに苦労した。5・60人が止

まれて、修理など生徒が手を出せるような体験ができる現場が望ましかっ

た。国際的なつながりの中で海外の人を招く場合は「ザ・日本」的なとこ

ろも。そうした口コミからニーズの掘り起こしも大事。 

  ・矢作新報の地域記者が定期的に勉強会を行っている。そうした場に寿ゞ

家を使わせてもらえないか。寿ゞ家には話しやすい雰囲気がある。足助の

町並みの取材等の時にでも利用できたらありがたい。 

  ・寿ゞ家の旧料亭の雰囲気は、役職者の会議など、一般の会社の会議や接

待などでの利用も想定できる。 

  ・これからの10年でさらに活動を展開するためには、主体的に動いてくれ

る人や資金などが必要。各会員には、それらが円滑に得られるように協力

をお願いしたい。 

 

 (４)その他 

  特になし。 

 

（５）閉会 

  以上をもって、議事をすべて終了したため、議長が閉会を宣し解散した。 

 

 

 以上、この議事録が正確であることを証します。 

 

 

  令和５年６月１８日 

 

 

代表理事  天野 博之 

以下議事録署名省略 


